
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２３年４月吉日

新・旧役員　　各位

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社協八木山連合支部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　支部長　　■■   　
社協八木山連合支部合同会議開催のご案内及び資料
平成２３年度の社会福祉協議会八木山連合支部　新・旧理事及び評議員の合同会議を、八木山

まちづくり協議会拡大連絡協議会に引き続き、下記のとおり開催いたしますので、ご出席お願い申しあげます。

記

日時　　　　平成２３年４月１０日（日）　　　午前１０時４５分から１２時００分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（理事の方は、１０時３０分までに集合してください）

場所　　　　つつじが丘ふれあいセンター　　　　　　集会室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　会　議　次　第　
１．　社協八木山連合支部合同会議・開会の辞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■理事

２．　支部長挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■支部長

３．　来賓挨拶（市社協関係者）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■理事
４．　議長紹介（会則　第１３条により第一副支部長が議長を務める。）　　　　　　　　　　 　■■理事

５．　議長登壇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■副支部長

６．　議事

　　　（１）　平成２２年度活動報告及び決算報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■支部長

　　　（２）　平成２２年度会計監査報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■監事
　　　（３）　平成２３年度活動計画（案）及び予算（案）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■支部長

　　　（４）　会則変更　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■支部長
　　　（５）　平成２３年度新役員、　理事改選・承認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議長
　

７．　議長降壇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■副支部長

８．　新役員紹介　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■理事

９．　新支部長挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■支部長



合同会議　案内状送付者

　　新・旧社協八木山連合理事会及び評議員会（八木山まちづくり連絡協議会）のメンバー

１

１号議案　　　平成２２年度活動報告及び決算報告　　
　　１.全般
　　　　本年度、社協八木山連合支部は、例年の支部活動実績を参考に年間活動計画を策定し、松が丘連合自治会、つつじが丘統一自治会の両自治会員及び社協会員の皆様の御支援・御協力により、大きなトラブルもなくこれらを実施することが出来ました。この1年間の活動を振り返り、日々福祉事業を推進して頂きました民生児童委員、近隣ケアグループ、自治会の福祉関係役員、ボランティア団体の皆様、誠にありがとうございました。次期新役員の皆様方には新たな視点で問題点など指摘・改善して頂きますことを、又引き続き役員を継続して頂く、民生児童委員、近隣ケアグループや関係団体の皆様には、これからも社協活動への積極的なご協力を重ねてお願い申し上げます。
２.会議等
本年度、理事会３回、地域福祉懇談会を２回開催しました。以下、会議の概要についてまとめました。
●理事会
～第１回（５月１５日開催）～
合同会議にて承認された年度計画等の確認及び予算について協議するとともに、社協支部長・福祉推進員会議で得られた情報を提供しました。また当地域の人口内容を提示し、「一人世帯」「要介護・要支援認定を受ける世帯」が確実に増加する現状をお知らせしました。
～第２回（２月１２日開催）～
本年度の合同会議時に提案する、次年度の年度計画・予算案について協議しました。また理事会、地域福祉懇談会でお知らせし、検討を重ねた急速な「高齢化」への対応について、役員が１年ごとに交代し、前年度の事業を継承するだけでは大きな問題に直面できない、支部社協の役割として不足ではないかとの意見があったことを受け、事務局体制の在り方を見直すことを提案しました。
　～第３回（３月２０日開催）～
　第２回理事会で提案した事務局体制の在り方を見直すことについて協議しました。その結果、役員経験者等が事務局として加わることができるように合同会議で会則変更を提案することとなりました。急速な「高齢化」への対応について、続けて検討し、松が丘連合自治会、つつじが丘統一自治会及び民生児童委員、近隣ケアグループ、自治会の福祉関係役員、ボランティア団体の皆様と一緒になって、将来に備える体制づくりの一歩としたいと考えています。

　●地域福祉懇談会

～第１回地域福祉懇談会（６月１２日）～
松が丘、つつじが丘の民生児童委員、各丁の近隣ケアグループ代表、いこいのつつじ代表、松が丘長寿
会代表、つつじが丘シニアクラブ代表、地域包括支援センター職員、社協八木山連合支部担当が参加、懇談会を開催しました。
自己紹介及びそれぞれの団体の活動報告・意見交換をしました。その中で、社協というものはそもそもどういう組織なのか、住民が肌で感じることができる事業を実施できないのかとの意見があり、課題を提示された貴重な機会となりました。これは、会費を徴収しているにもかかわらず、会計報告を会員向けにしていない現状を改める必要があること、広報のあり方についても検討すべきと認識した契機となりました。
　また各丁の高齢者年齢構成、要介護認定者数、福祉ボランティア実人数を提示。今後、高齢化がますます顕著になってくる近い将来において、当地域の福祉ボランティア体制の充実の必要性を提示しました。
～第２回地域福祉懇談会（９月１８日）～
松が丘、つつじが丘の各丁の自治会長、松が丘福祉担当者、つつじが丘福祉委員、松が丘、つつじが丘
の民生児童委員、近隣ケア代表、松が丘長寿会代表、つつじが丘シニアクラブ代表、社協八木山支部担当が参加、懇談会を開催しました。
２
自治会長の参加人数が少なかったことは残念でしたが、地域通貨をはじめ先進的な地域福祉の事例紹
介をし、その後、意見交換をしました。その中で、

１．新たな高齢者をターゲットにして、自治活動に参加しやすい環境をいかにつくっていくかが今後の地域福祉の増進の鍵となること
２．「まち協」との住み分けが明確でなくなっている今の組織を見直して、今後迎える超高齢社会に対応するべきだ
との意見をいただきました。
３.　行事等
　　●まちづくり協議会との共催事業等
恒例となっているまちづくり協議会の４大行事は、共催行事として、当支部の役員もスタッフとして参画
して実施し、いずれも盛況に終わりました。又ネットワーク八木山の機関紙も例年どおり配布いたしました。
「夏祭り」では例年、前夜祭の行事として社協が中心になり「映画のゆうべ」を行ってきましたが、ここ数年来観客数が減少している状況から中止しました。「映画のゆうべ」中止を検討している期間中、中学地区生徒会の皆様から盆踊り大会で出店したいとの要望があったため、準備期間が非常に短い中でしたが、ＰＴＡの皆様の協力を得て実現することができました。このように地域から出された要望を受け止めて、協働していくことは地区社協が持つ機能の一つと考えます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●支部支援の行事として

　～ふれあいの集い及びふれあい交流会～　

松が丘・つつじが丘の両地域において、当支部役員、シニアクラブ・長寿会、民生児童委員、近隣ケア
グループ、自治会福祉委員等の福祉関係者により企画・準備され、多くの高年齢の皆様等をお迎えして盛大に実施されました。なお、この行事は、歳末たすけあい特別事業の助成を受けています。
　　～ボランタリーハウス～
つつじが丘では、『ボランタリーハウス・いこいのつつじ』が毎週金曜日、定期的に1年を通して開催され、地域の高年齢者のいこいの場になっております。
また松が丘では、新ボランタリーハウスが２３年度から立ちあげられます。この新ボランタリーハウスが地域のいこいの場として定着するよう支援をします。

高年齢の方々が、地域の近い場所で集い、楽しめる場所が地域の皆様の協力を得て今後も増えていってくれればと願っています。

～友愛訪問・近隣ケアグループの活動～
民生児童委員・近隣ケアグループの皆様による日常の地域福祉ボランティア活動、高齢者世帯・独居
高齢者への在宅訪問、友愛訪問などの諸活動が行われました。
４.　八木山連合支部社会福祉協議会　会員数
昨年同様、各自治会を通して会員募集をお願いしご協力頂きました。おかげさまでほぼ例年どおりの会　　

　　　員数となりました。八木山連合支部の会員加入率は市全体では常に上位に有り、今後ともこうした状況を
維持して行きたいと願っております。但し一部ではありますが、まだ加入会率の低い自治会が有りますので、こうした地域ではより一層の募集活動をお願いいたします。
【　別紙　Ｈ２２年度活動実績表　 】
【　別紙　Ｈ２２年度八木山連合支部収支決算書　】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【　別紙　社協会員募集　実績表　　】

２号議案　　　平成２２年度会計監査報告　
３

３号議案　　　平成２３年度活動計画（案）及び収支予算（案）
　　社協八木山連合支部は本年度も「地域に適応した福祉活動を行い、地域ぐるみで住みよいまちづくりに努力する事」を目的とした諸活動を行います。　当地域には松が丘、つつじが丘両自治会、八木山まちづくり協議会及びボランティア団体があります。４大行事など社協の目的と合致するイベントについては、これらの活動を支援します。
また当地域は急速に少子高齢化しています。今後もよりよい活動が実施できるよう、今後迎える超高齢社会に対応できるよう、福祉経験者の意見を聞き、ニーズを把握しながら今後の活動に反映させるよう努力します。そのために事務局体制を充実します。
　　　●行事・広報について

まちづくり協議会とともに４大行事を共催行事として例年どおり実施することを予定しています。広報に
ついては、機関紙「ネットワーク八木山」の配布にて会計報告を全会員に発信していくとともに、行事報告の他、今後ますます高齢化する現状とその課題についても掲載していきたいと考えています。その他の諸行事も基本的には例年と同じものと考えておりますが、支部行事のうち「ふれあいの集い」「ふれあい交流会」を中心的な行事として、この内容の向上・支援に努めるとともに、市社会福祉協議会が提示するメニュー事業助成金を活用する企画を検討していきます。また昨年度の中学生徒会による盆踊り出店のような要望に今年度も応えたいと考えており、準備期間をとって計画的に事業が実施できるように取り組みます。
　●ボランタリーハウスの充実
松が丘では新ボランタリーハウスの活動がスタートしました。このように歩いて集える場所が近所にあり、そして楽しい時間を過ごし、参加者同士互いの健康を気遣う。今後もこのような新ボランタリーハウスが増えていくことを望みます。さらに新たなボランタリーハウスを立ち上げたいという声があれば、支援をいたします。
一方、いこいのつつじの支援は、継続実施いたします。
　　　●近隣ケアグループの研修拡充
　　　　　　昨年度調査した高齢化・核家族化調査では、平成３２年度の当地域は約44％が65歳以上の方になる
ことが予想されています。当然今以上に加齢による身体能力が低下していく方々も増加していきます。ま
た団地内の世帯構成をみますと高齢者のみの世帯も増加傾向にあります。このような地域の実情をみま
すと近隣ケアグループの活動の重要性が増しています。
よって例年行われてきた近隣ケアグループの研修をグレードアップして実施するよう支援します。研修会を通じて、新たなケア員の確保を目指し、またその活動の重要性を広報していきます。
　　　●両自治会・まちづくり協議会等の地域活動との連携
両自治会やまちづくり協議会の諸活動は、住民の方々に広く知られ、たくさんの方々に参加していただいています。しかし社協が共催者であることはあまり知られていません。よって社協が行っている支援活動についてより分かりやすく広報し、当地域における社協の役割や各種ボランティア団体の活動が広く知られるように努めます。

また両自治会やまちづくり協議会等の諸活動に対して福祉的な側面から意見を述べていくことも大事な役割であると考えます。福祉有識者の意見を取り入れ、また住民の皆様からの意見をいただきながら、今まで以上に楽しんでもらえる活動にしていくための努力を継続いたします。
【 別紙　　Ｈ23　社協八木山連合支部　活動計画（案） 】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【　別紙　　Ｈ23　社協八木山連合支部　収支予算（案） 】

７
　４号議案　　　会則変更　
社会福祉法人　各務原市社会福祉協議会　八木山連合支部会則の一部を次のように改正する。

　　第５条を次のように改める。
第５条　本会に次の役員を置く。

　　　（１）支部長　　１名　　　　　（２）副支部長　　３名　　　　（３）理事　　　　　若干名

　　　（４）評議員　　若干名　　　（５）監事　　　　　２名　　　　（６）事務局員　　若干名(含む 福祉推進員２名)
　　　第６条に次の１項を加える。

・　　事務局員は、主として社協支部役員・福祉推進員経験者の中から支部長が推薦し理事会で選任した者と前項の福祉推進員をあてる。
第８条中「福祉推進員」を「事務局員」に改める。

　付則
　９　一部改正　平成２３年４月１０日
５号議案　　　平成２３年度新役員、　理事改選・承認
　【　 別紙　　八木山支部役員名簿　】

１０
合同会議当日　この資料を持参してください。









